
新
出
の
文
政
十
三
年
「
福
井
城
御
図
」
と

「
福
井
城
図
」
(
文
政
三
千
写
)
に
つ
い
て

国

克

京

一
、
は
じ
め
に

和
菓
子
な
ど
の
包
装
紙
に
城
下
絵
図
な
ど
を
印
刷

し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
た
例
を
時
々
見
か
け
る
。
し

か
し
、
城
下
絵
図
な
ど
の
一
部
を
断
片
的
に
使
用
し

て
い
る
よ
う
で
、
史
料
的
な
価
値
は
少
な
い
と
い
え

る
。
と
こ
ろ
が
、
福
井
市
順
化
二
丁
目
の
雲
丹
な
ど

を
販
売
す
る
天
た
つ
の
包
装
紙
に
は
福
井
城
内
を
描

い
た
絵
図
が
印
刷
さ
れ
、
前
述
の
よ
う
な
包
装
紙
と

は
雰
囲
気
の
異
な
る
福
井
城
下
絵
図
に
類
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
わ
か
る
。
そ
の
絵
図
に
は

文
政
十
三
年
に
藩
主
住
居
が
西
三
ノ
丸
御
座
所
か
ら

本
丸
へ
移
転
す
る
内
容
が
記
載
さ
れ
、
史
料
的
に
貴

重
な
新
出
の
城
郭
図
で
あ
る
可
能
性
が
十
分
推
察
さ

れ
る
。
包
装
紙
の
右
上
に
大
き
く
「
福
井
城
御
図
」

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
包
装
紙
の
絵
図
を
「
福

国
京

巳

井
城
御
図
」
と
便
宜
上
呼
称
す
る
。
本
稿
は
、
こ
の

包
装
紙
に
印
刷
さ
れ
た
福
井
城
郭
図
の
「
福
井
城
御

図
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
評
価
を
論
ず
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
図
の
大
き
さ
、
記
載
の
仕
方
が
非

常
に
よ
く
似
る
既
出
の
松
平
文
庫
「
福
井
城
図
」
(
文

政
二
年
写
)
(
一
三
四
一
)
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
そ
の

模
写
年
や
描
写
時
期
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
絵
図
の
来
歴
と
内
容

「
福
井
城
御
図
」
を
包
装
紙
に
使
用
す
る
天
た
つ

は
創
業
文
化
元
年
(
一
人
O
四
)
、
旧
福
井
藩
爾
来
の

松
平
家
御
用
達
の
老
舗
で
あ
る
。
こ
の
包
装
紙
の
来

歴
に
つ
い
て
天
た
つ
当
主
の
天
野
吉
萱
氏
に
お
話
を

お
開
き
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た
。
こ
の
絵
図
は
、
先
代
の
故
天
野
吉
利
氏
が
五
十

年
程
前
に
、
福
井
藩
の
松
平
宗
家
が
主
催
す
る
保
寧

会
の
席
で
、
分
家
の
故
松
平
永
芳
氏
に
「
今
ま
で
雲

丹
の
包
装
紙
は
「
雲
一
丹
」
の
字
の
み
で
物
足
り
な
い

の
で
、
何
か
よ
い
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
の

話
か
ら
は
じ
ま
り
、
故
松
平
永
芳
氏
が
持
参
し
た
も

の
を
借
用
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
絵
図
の
題
名
の
横
に
「
松
平
家
所
蔵
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

新
出
の
文
政
十
三
年
「
福
井
城
御
図
」
と
「
福
井
城
図
」
(
文
政
二
年
写
)
に
つ
い
て

包
装
紙
を
印
刷
し
た
会
社
は
現
越
前
市
の
関
印
刷
と

い
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
な
く
、
当
初
ど
の

よ
う
な
絵
図
で
あ
っ
た
か
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
そ

の
後
、
印
刷
会
社
も
か
わ
り
一
一
一
社
目
で
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
包
装
紙
の
大
き
さ
や
色
使
い
な
ど
の
印
刷

仕
様
は
当
初
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
絵
図
の

原
図
は
、
故
松
平
永
芳
氏
の
所
有
し
て
い
た
も
の
が

寄
贈
さ
れ
た
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
の
目
録
に

は
な
く
、
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。

包
装
紙
は
縦
二
十
六
・
五
仰
、
横
三
十
人
・
七
仰

の
和
紙
風
洋
紙
で
、
「
福
井
城
御
図
」
は
ほ
ぼ
包
装

紙
の
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
西
を
上
に
配
置
さ
れ
、
黒
を

含
め
て
三
色
で
刷
ら
れ
て
い
る
。
絵
図
の
端
部
を
み

る
と
、
道
路
の
先
端
が
図
面
端
で
省
略
さ
れ
た
形
を

と
り
、
ほ
ぽ
紙
面
一
杯
に
納
ま
る
。
た
だ
、
西
へ
延

び
る
道
路
五
本
の
う
ち
三
本
が
途
中
で
切
断
さ
れ
た

よ
う
な
印
刷
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
元
の

絵
図
は
、
西
に
わ
ず
か
に
大
き
か
っ
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
包
装
紙
と
同
様
な
範
囲
が
描
か
れ

た
絵
図
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
絵
図
の
右
端
に
書

か
れ
る
「
福
井
城
御
図
」
・
「
松
平
家
所
蔵
」
・
庖
舗

名
な
ど
の
文
字
は
明
ら
か
に
現
代
的
な
配
置
で
、
包

装
紙
と
し
て
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
印
刷
時
に
付
け

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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加
え
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
付
け
加
え
ら

れ
た
部
分
を
除
き
、
絵
図
の
東
西
空
き
を
ほ
ぼ
同
一

す
法
と
仮
定
す
る
と
、
横
幅
は
三
十
一
・
八

m
程
と

な
る
。
絵
図
の
大
き
さ
は
故
人
が
東
京
の
自
宅
か
ら

簡
単
に
福
井
へ
持
ち
運
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
と
み
ら
れ
、
絵
図
の
彩
色

に
つ
い
て
も
全
く
分
か
ら
な
い
。

同
絵
図
に
は
福
井
城
本
丸
を
中
心
に
、
ほ
ほ
同
心

円
状
に
配
さ
れ
た
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
・
南
西
の
侍
屋

敷
地
と
、
そ
の
外
堀
と
道
路
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

絵
図
に
は
さ
ら
に
堀
の
幅
深
さ
・
石
垣
長
さ
・
上
級

武
家
屋
敷
地
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
内
に
櫓
・

門
・
番
所
・
建
物
外
形
線
と
建
物
名
・
屋
敷
の
拝
領

者
名
が
か
か
れ
る
。
絵
図
の
色
使
い
は
道
路
や
藩
建

物
の
建
つ
敷
地
を
肌
色
、
石
垣
や
櫓
・
門
を
黒
色
、

堀
を
薄
緑
色
と
す
る
。
特
に
本
丸
と
西
三
ノ
丸
御
座

所
の
建
物
に
は
増
築
さ
れ
た
建
物
や
解
体
さ
れ
る
建

物
に
つ
い
て
書
き
込
み
が
み
ら
れ
る
。
絵
図
左
下
に

本
丸
増
築
建
物
の
経
緯
に
つ
い
て
「
文
政
十
三
庚
寅

年
二
月
五
日
於
評
定
所
当
年
御
帰
固
さ
以
来
御
本

丸
御
住
居
被
遊
候
旨
被
仰
出
向
三
月
上
旬
さ
御

地
築
有
之
同
十
日
当
十
七
日
迄
諸
士
ノ
面
ニ
為

御
手
伝
罷
出
不
日
御
地
築
成

3 

国
京

同
月
廿
一
日
翌
廿
二

日
両
日
御
地
祭
有
之
」
と
書
か
れ
、
続
け
て
図
面

を
写
し
た
年
月
日
と
氏
名
の
「
文
政
十
三
庚
寅
年

三
月
写
之
藤
井
喜
長
」
が
書
か
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
文
政
十
三
年
(
一
人
三
O
)
三
月
に
藤
井
喜
長
が
、

同
年
藩
主
住
居
が
西
三
ノ
丸
御
座
所
か
ら
本
丸
に
移

転
し
た
際
の
絵
図
を
模
写
し
た
図
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。三

、
絵
図
の
年
代

(
ご
文
政
二
年
写
「
福
井
城
図
」
の
評
価

「
福
井
城
御
図
」
に
よ
く
似
た
絵
図
に
松
平
文
庫
の

文
政
二
年
写
し
と
さ
れ
る
「
福
井
城
図
」
(
一
三
四
こ

が
あ
る
。
こ
の
絵
図
は
縦
二
十
六
叩
横
三
十
三
叩
の

小
さ
な
図
で
、
本
丸
か
ら
三
ノ
丸
(
一
部
に
下
馬
門

外
よ
り
漆
門
内
拝
領
屋
敷
な
ど
を
含
む
)
ま
で
の
域

内
を
描
い
て
い
る
。
『
松
平
文
庫
目
録
』
の
解
説
に

は
、
「
(
前
略
)
略
図
的
書
様
は
免
が
れ
な
い
が
、
櫓

門
や
御
屋
形
、
堀
、
石
垣
等
は
他
の
図
に
み
ら
れ
な

い
精
般
さ
が
窺
が
わ
れ
て
、
貴
重
な
図
の
一
枚
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
と
あ
る
。
福
井
城
本
丸
図
な

ど
を
集
め
た
『
城
郭
・
侍
屋
敷
古
図
集
成
福
井
城
・

金
沢
域
』
で
は
、
文
政
二
年
の
写
し
で
、
寛
文
九
年

(
一
六
六
九
)
の
火
災
後
の
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
、

新
出
の
文
政
十
三
年
「
福
井
城
御
図
」
と
「
福
井
城
図
」
(
文
政
二
年
写
)
に
つ
い
て

そ
し
て
櫓
門
・
御
屋
形
・
堀
・
石
垣
の
描
き
方
を
解

説
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
詳
細
な
論
考
が
な
さ

れ
た
絵
図
で
は
な
い
が
、
本
丸
内
の
御
殿
を
描
い
た

一
連
の
本
丸
指
図
や
御
座
所
建
物
を
描
い
た
御
座
所

図
な
ど
と
、
各
種
の
福
井
城
下
絵
図
の
中
間
的
な
絵

図
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、

福
井
城
下
絵
図
に
は
文
字
の
み
で
、
建
物
の
外
形
や

位
置
が
分
か
ら
な
い
西
二
ノ
丸
の
山
里
武
具
蔵
や
南

一
一
ノ
丸
の
厩
・
馬
場
・
厩
御
殿
・
七
ツ
蔵
、
北
三
ノ

丸
の
鷹
部
屋
の
建
物
・
留
守
物
頭
、
西
コ
ブ
丸
の
馬
屋
、

さ
ら
に
各
門
に
あ
っ
た
番
所
な
ど
が
は
っ
き
り
外
形

線
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
各

建
物
と
そ
の
概
略
の
位
置
に
つ
い
て
は
明
治
以
降
に

描
か
れ
た
『
福
井
城
郭
各
御
門
其
他
見
取
絵
』
な
ど

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
福
井
藩
時
代
に
写
さ

れ
、
建
物
の
位
置
や
外
形
が
わ
か
る
絵
図
と
し
て
史

料
的
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
管
見
よ
れ
ば
、
こ
の
絵
図
の
製
作
時
期
や

描
写
時
期
に
つ
い
て
の
論
考
が
み
あ
た
ら
な
い
。
そ

こ
で
製
作
時
期
や
描
写
時
期
、
さ
ら
に
信
憲
性
に
つ

い
て
、
以
下
に
検
討
す
る
。
本
図
に
描
か
れ
る
上

級
家
臣
の
屋
敷
に
は
拝
領
者
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
名
の
変
化
を
松
平
文
庫
の
屋
敷
地
の
変
遷
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五
十
六
巻
二
号

拝領屋敷の番号

~t 

図3

西

南

『御家中転宅考Jの文政二年前後の記載
敷地番号 御家中転宅考天保2

永見1(寛永)

2 並川(天和貞享) 山本(貞享4)

3 秋田(宝暦10) 品目(文政3) ;産辺(文政5)
4 つつ?(享保17) 長谷部(天明5)

-15 津田(寛政 11) 高坂(寛政11)

丸ノ 6 服部(寛政5) 毛利(文政7)

7 河合(天明元) 大谷(寛政2)

B 永見(安永3) 大宮(文政7)

自' 大橋(文政7) 大橋

9 寺(天和) 山川(享)

10 浦上(天和) 花木(宝暦8)
水谷 林(享和3)

|← 大軍部左商門債政10)
大野三左衛門(文政日、文化の誤り)大野

大野小源太(文政11追放っ) 美濃部(文政 12)山脇(天保2)
漆 4 栃谷(天明日) 杉田(寛政5)

j門日内II~日7 松原(安永日) 内田(文化8)
吉田(安永3) 国枝(文化15)

古田(寛延4) 松原(寛政8)
B 長谷川(天明3) 沢木(文政6) 長谷川(文政7)

9 千本(宝暦7)

10 大谷(安永3) 太田(文政3)

表1

『御家中屋敷地絵図』の文政二年前後の記載

敷地番号 御家中屋敷地絵図

永見惣衛門 御目付御用所 永見多門(再) 文久4御用地3月家作取払い

2 並川 山本 文久3御用地 文久4家取払

3 秋田 横井平四郎 渡辺 文久3御用地 文久4家取払

4 渥美 長谷部 文久3御用地 文久4家取払

5 津田 高坂 内田 つつつワ 文久3御用地 文久4家取払

丸ノ 6 服部郎兵衛 毛利壱郎衛門 安政4年3月御用地家作取払

7 河合 大谷 明堂館 文久3御用地 文久4家取払

B 永見亦郎 大宮忠八 安政4年3月御用地

8' 

9 寺 山川 安政4御用地

10 浦上 '"* 江口 花木 安政4御用地

水谷 林(享和3)

2 3 大野郎左荷門(茸政10)
大野三左帯門(文化6)

大野小源太 美濃部 山脇 英学所 瓜生
漆 4 栃谷 杉田

j門内口l| 6 5 7 
松原 吉田 内田 長崎 内田

野村 国枝

古田 松原

B 長谷川 沢木 長谷川

9 千本 御用地(文久2) 阿部

10 大谷 太田 天保7焼失後役所

表2
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福井城郭の拝領屋敷の記載年

福井城下絵図 城郭図

''''ul 1338 |福井分間之図 1340 福井城図 1341 |左囲の上限あるいは 左図の上問晶るL¥Iま下田年

敷地番号 |享和3年 享和3年(-文化 13) 文政2写 [J里政 13写

|永見1 ，i<見 |永見(掛紙のみ自) 永見 |寛主~ |氷見 寛氷~

12 山本 判本 l山本(掛紙のみ自) 山本 型空空三 也本 貞事4-

13 |秋田 |秋田(掛紙で理辺) 秋田(掛砥泊み白} 秋田 区里 Vへι

|長醤部 |長替部 |長畠部(掛抵のみ由、 長醤部 |実明5- |長醤部 天明5-

|高坂 |高坂 |高塩(掛紙のみ白) 高坂 11電車 ~ |高坂 寛政 ~ 
|胆部 |園部(掛紙で毛利) |服部(掛紙泊み白) ，-

|大畠 |大主主 |大醤(酬のみ白) 大醤 型些E三 出埜 寛政2-

l永見2 |永見(掛紙で大富士橋時ウチ:I，i<見(掛紙のみ自 永見 |永見 川派ふ…γ 》文政1

l山I11 山川 '"111 (掛抵のみ臼 」は川 1-享和~ |山111 ~享和~

110 |花:* |花木

F瞳嘩
|花木 宝暦8-

|林 |林 !空白

!大野文{切 堕旦
(掛輯で山脇) 冶勺

|漆 |杉田 I~田 I~田 |寛政5-

|川E丙 ~ |向田 |向田 l内田 |向田 主イヒ自~ |向田 1文イヒ8-

l吉田 |吉田(欄で国枝d 1I卦紙で国枝 |国枝 文イヒ 15- |圃桂 区聖笠三一

松原 |松願 |松原 |樫里 寛政日~ 唾里 巴墜旦ニ
長笹川 |長醤川 |長笹川 医型止 天明3-文政6、文政7-|長巷)1 |天明3-文政白、文政7-

千本 l千本 |千本(掛紙で監察届)|千本 宝磨，- l手本 |宝暦，-

110 大笹 !大笹 !大住?(毘政局) |太田 ?苧u

表3

国
京

を
記
し
た
天
保
二
年
(
一
八
三
二
の
『
御
家
中
転

宅
考
』
・
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
の
『
御
家
中
屋
敷

地
絵
図
』
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
図
の
製
作
時
期
や
描
写
時
期
を
検
討
す
る
。
な

お
、
上
記
の
史
料
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な

い
の
で
、
補
足
資
料
と
し
て
「
福
井
城
図
」
の
製
作

時
期
と
さ
れ
る
文
政
二
年
前
後
の
福
井
城
下
絵
図
で

あ
る
享
和
三
年
(
一
人
O
三
)
の
「
福
井
分
間
之
図
」

(
一
三
三
七
)
と
そ
の
写
し
で
あ
る
「
福
井
分
間
之
図
」

(
一
三
三
人
)
、
そ
し
て
文
化
八
年
の
「
福
井
分
間
之
図
」

(
一
三
四
O
)
を
合
わ
せ
て
使
用
し
、
確
認
す
る
。
「
福

井
分
間
之
図
」
(
一
三
三
八
)
は
事
和
3
年
の
「
福
井

分
間
之
図
」
(
一
一
一
一
一
一
一
七
)
の
写
し
で
あ
る
が
、
そ
の

使
用
時
期
が
文
化
十
三
年
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
注
記

さ
れ
、
屋
敷
の
拝
領
者
名
が
掛
紙
に
よ
っ
て
変
更
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
八
年
の
「
福
井
分

間
之
図
」
(
一
三
四
O
)
も
明
治
二
年
ま
で
の
屋
敷
の

拝
領
者
名
が
掛
紙
に
よ
っ
て
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
御
家
中
転
宅
考
」
や
『
御

家
中
屋
敷
地
絵
図
』
の
屋
敷
拝
領
者
の
変
遷
が
追
確

認
で
き
、
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
福
井
城
図
」
に
お
け
る
拝
領
屋
敷
の
位
置
は
、

本
丸
東
に
あ
る
三
ノ
丸
(
以
下
当
時
の
呼
称
に
な
ら

新
出
の
文
政
十
三
年
「
福
井
城
御
図
」
と
「
福
井
城
図
」
(
文
政
二
年
写
)
に
つ
い
て

い
三
ノ
丸
と
称
す
)
に
番
号
1
1
m
の
十
屋
敷
、
下

馬
門
外
よ
り
漆
門
内
と
川
口
門
内
(
以
下
漆
・
川
口

門
内
と
ま
と
め
て
称
す
)
に
番
号
1
1
m
の
十
屋
敷

で
、
図
3
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
番
号
に
対

応
し
た
各
屋
敷
の
拝
領
者
と
拝
領
時
期
を
『
御
家
中

転
宅
考
」
よ
り
記
し
た
も
の
が
表
l
、
『
御
家
中
屋

敷
地
絵
図
」
よ
り
記
し
た
も
の
が
表
2
、
両
資
料
か

ら
判
断
さ
れ
る
各
屋
敷
の
拝
領
者
の
上
限
年
あ
る
い

は
下
限
年
を
記
し
た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。

ま
ず
表
3
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
漆
・
川
口
門

内
に
あ
る
敷
地
叩
番
の
拝
領
者
が
太
田
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
写
図
時
期
が
「
文
政
二
年
」
と
表
記

す
る
図
に
、
文
政
三
年
以
降
の
内
容
が
描
写
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
敷
地
叩
番
は
『
御
家
中
転
宅

考
』
に
は
「
川
口
今
太
田
(
中
略
)
安
永
三

下
馬
門
ニ
入
代
リ
大
谷
助
六
代
々
」
、
続
け
て

「
文
政
三
大
名
町
ニ
入
代
リ
太
田
三
弥
」
と
あ
り
、

太
田
は
先
住
の
大
谷
に
代
わ
り
大
名
町
裏
通
り
よ
り

文
政
三
年
に
当
敷
地
に
移
転
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
御

家
中
屋
敷
地
絵
図
』
に
は
敷
地
図
内
に
「
天
保
七
甲

二
月
廿
六
日
焼
失
出
奔
後
役
所
ニ
相
成
」
、
そ
の

上
に
「
太
田
丹
次
天
保
七
甲
二
月
廿
六
日
焼
失

家
断
絶
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
太
田
は
文
政

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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三
年
先
住
の
大
谷
に
代
わ
り
大
名
町
裏
通
り
よ
り
当

敷
地
に
移
転
し
、
天
保
七
年
ま
で
居
住
し
て
い
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
か
ら
「
福
井
城
図
」
は
、

文
政
三
年
か
ら
天
保
七
年
ま
で
の
内
容
が
描
か
れ
て

い
る
と
も
言
え
る
。

次
に
漆
・
川
口
門
内
に
あ
る
敷
地
2
番
・

3
番
の

拝
領
者
が
、
大
野
・
美
濃
部
の
両
名
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
敷
地
2
番
・

3
番
は
元
々
一
つ
の
敷

地
で
あ
っ
た
も
の
で
、
『
御
家
中
転
宅
考
』
に
「
今

大
野
文
政
六
巳
年
大
野
小
源
太
願
候
而
屋
敷
之

内
弐
百
坪
割
出
シ
御
用
地
ト
成
リ
同
苗
三
左
衛
門

拝
領
文
政
六
其
迄
ハ
永
平
寺
丁
大
野
三
左
衛

門
」
と
あ
り
、
『
御
家
中
屋
敷
地
絵
図
』
に
は
「
大

野
小
源
太
屋
敷
ノ
内
大
野
三
左
衛
門
へ
拝
領
被
仰
付

候
ニ
付
文
化
六
年
己
巳
ノ
九
月
廿
三
日
割
譲
ス
当

数
弐
百
坪
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
野
小
源
太
の
代
に

敷
地
が
分
割
さ
れ
、
同
名
の
大
野
三
左
衛
門
へ
西
側

の
敷
地
2
番
が
拝
領
さ
れ
、
二
つ
の
屋
敷
と
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
両
資
料
で
屋
敷
分
割
年
が
文
化
六

年
あ
る
い
は
文
政
六
年
と
異
な
る
が
、
年
号
の
干
支

が
い
ず
れ
も
巳
で
あ
り
、
文
化
六
年
が
正
し
く
、
文

政
六
年
は
誤
記
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
れ
)
。
な
お
、

敷
地
2
番
の
大
野
三
左
衛
門
は
、
明
治
初
期
ま
で
住

ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
敷
地
3
番
は
『
御
家
中
転

宅
考
』
に
「
今
山
脇
(
中
略
)
寛
政
十
大
野
一
郎

左
衛
門
文
政
十
一
御
追
放
小
源
太
同
十
二
毛

屋
6
美
濃
部
金
太
夫
天
保
二
元
御
泉
水
丁
入
代
リ

山
脇
金
屋
」
と
、
『
御
家
中
屋
敷
地
絵
図
』
に
「
大

野
小
源
太
へ
御
暇
被
下
揚
屋
敷
」
、
続
け
て
「
美
濃

部
半
七
」
「
山
脇
金
屋
」
と
あ
り
、
大
野
小
源
太
か

ら
文
政
十
二
年
に
美
濃
部
に
代
わ
り
、
さ
ら
に
天
保

二
年
に
山
脇
に
代
わ
っ
て
い
る
。
『
御
家
中
転
宅
考
』

の
毛
屋
中
通
り
西
表
に
は
「
今
堀
享
保
十
七
雨

森
藤
エ
門
天
明
五
美
濃
部
半
七
文
政
十
二

堀
武
エ
門
」
と
あ
り
、
文
政
十
二
年
ま
で
毛
屋
に
美

濃
部
半
七
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に

「
剥
札
』
の
美
濃
部
家
五
代
の
半
七
を
み
る
と
、
「
丈

政
十
二
丑
大
野
小
源
太
揚
野
屋
敷
江
替
被
下
」
と
あ

り
、
美
濃
部
半
七
が
文
政
十
二
年
に
大
野
小
源
太
の

後
屋
敷
を
拝
領
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
以
上
か
ら

文
政
十
二
年
に
敷
地
3
番
を
美
濃
部
が
拝
領
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
美
濃
部
の
名
が
「
福
井
城
図
」
に
あ
る
こ

と
は
、
少
な
く
と
も
文
政
十
二
年
以
降
の
様
子
が
模

写
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
時
期
に
写
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
敷
地
3
番
に
は
文
化
八
年

" 
ノ

に
つ
く
ら
れ
明
治
二
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
い
う
城

下
絵
図
の
「
福
井
分
間
之
図
」
(
一
三
四
O
)
に
は
瓜

生
と
い
う
藩
士
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

『
御
家
中
転
宅
考
』
・
『
御
家
中
屋
敷
地
絵
図
』
の
い

ず
れ
の
居
住
一
覧
に
も
記
載
が
な
い
が
、
『
御
家
中

屋
敷
地
絵
図
』
の
敷
地
図
に
掛
紙
で
「
瓜
生
三
寅
」

と
記
載
が
あ
り
、
こ
の
記
載
は
他
の
敷
地
図
の
書
き

方
か
ら
み
て
明
治
初
期
の
も
の
と
思
え
、
文
化
八
年

の
「
福
井
分
間
之
図
」
の
瓜
生
の
書
き
込
み
も
他
の

氏
名
よ
り
大
き
い
よ
う
で
、
後
補
の
書
き
込
み
と
み

ら
れ
る
。
一
方
、
三
ノ
丸
の
拝
領
屋
敷
を
み
る
と
、
敷
地
8

番
の
拝
領
者
永
見
は
『
御
家
中
転
宅
考
」
に
「
今
大

宮
(
中
略
)
安
永
三
永
見
隼
人
文
政
七
文
政

七
年
御
用
地
被
仰
付
大
宮
忠
人
」
、
敷
地

g
番
に

「
今
大
橋
文
政
七
大
宮
忠
八
拝
領
節
8
打
出
シ
之

地
面
之
内
被
下
文
政
七
大
橋
左
渓
」
と
、
『
御

家
中
屋
敷
地
絵
図
』
に
は
「
永
見
亦
三
郎
大
宮
忠

八
」
と
の
み
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
敷
地

8
番
は
安

永
三
年
(
一
七
七
四
)
に
永
見
が
拝
領
し
、
文
政
七

年
に
大
宮
忠
八
と
入
れ
代
わ
る
際
に
屋
敷
の
測
量
が

行
わ
れ
、
広
か
っ
た
敷
地
を
大
橋
が
拝
領
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
様
子
は
享
和
三
年
以
降
か
ら
文
化
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十
三
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
い
う
城
下
絵
図
の
「
福

井
分
間
之
図
」
(
一
一
一
一
一
一
一
八
)
か
ら
も
、
敷
地
8
番
の

永
見
が
大
宮
に
代
わ
り
、
そ
の
一
部
に
大
橋
が
追
加

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
敷
地
6

番
の
拝
領
者
服
部
は
『
御
家
中
転
宅
考
』
に
「
今
毛

利
(
中
略
)
寛
政
五
服
部
長
三
郎
文
政
七
外

中
寺
入
代
り
北
表
毛
利
半
助
」
、
『
御
家
中
屋
敷

地
絵
図
』
に
「
(
前
略
)
服
部
三
郎
兵
衛
毛
利
壱

郎
衛
門
」
と
あ
り
、
文
政
七
年
ま
で
居
住
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
敷
地
3
番
の
拝
領
者

秋
田
は
『
御
家
中
転
宅
考
』
に
「
今
渡
辺
(
中
略
)

宝
暦
十
中
江
戸
丁
へ
江
戸
ヨ
リ
引
越
秋
田
三
五

左
衛
門
文
政
三
六
軒
了
入
り
竹
口
口
8

高
田

波
門
同
五
土
居
内
入
代
り
渡
辺
来
吉
」
、
『
御

家
中
屋
敷
地
絵
図
』
に
は
「
(
前
略
)
渡
辺
甚
十
郎

高
田
波
門
秋
田
八
左
衛
門
肥
後
御
藩
横
井

平
四
郎
客
館
ト
成
ル
再
渡
辺
早
太
(
後
略
)
」
と

あ
る
。
『
御
家
中
転
宅
考
』
と
『
御
家
中
屋
敷
地
絵
図
』

で
は
拝
領
者
の
順
番
な
ど
に
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、

『
剥
札
』
の
高
田
波
門
の
項
に
「
文
政
二
年
四
月
十

日
於
江
戸
表
御
用
人
御
奏
者
口
口
同
三
辰
六
月
廿

五
日
三
ノ
丸
秋
田
三
五
左
衛
門
屋
敷
へ
替
被
下
」
と

(込

あ
る
。
ま
た
、
同
書
の
渡
辺
末
吉
の
項
に
は
、
文
政

国
京

五
年
に
先
代
の
病
死
に
よ
り
家
名
断
絶
の
と
こ
ろ
を

親
類
よ
り
養
子
に
入
り
、
新
た
に
同
年
末
吉
が
渡
辺

(ロ)(診

家
を
再
興
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
渡
辺
末
吉
の
屋
敷
替
が
文
政
五
年
に
行
わ

れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
御

家
中
転
宅
考
』
の
記
述
が
確
か
め
ら
れ
、
秋
田
は
敷

地
3
香
に
文
政
三
年
ま
で
居
住
し
て
い
た
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
描
写
は
文
政
七

年
以
前
が
さ
ら
に
狭
ま
り
、
文
政
三
年
以
前
を
描
い

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
藩
士
の
拝
領
屋
敷
の
移
動
で
は
な
く
、

本
丸
や
西
三
ノ
丸
御
座
所
の
書
込
み
や
建
物
の
外
形

か
ら
そ
の
描
写
時
期
を
見
る
と
、
本
丸
に
は
文
政

十
三
年
に
建
設
さ
れ
た
奥
あ
る
い
は
大
奥
関
係
の
建

物
が
一
切
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
西
三
ノ
丸
御
座
所

の
建
物
も
取
り
壊
さ
れ
た
様
子
が
み
ら
れ
な
い
。
文

政
十
三
年
の
藩
主
の
本
丸
移
転
後
に
、
再
ぴ
西
三
ノ

丸
御
座
所
に
藩
主
住
居
が
移
さ
れ
た
天
保
十
四
年
後

の
描
写
時
期
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は

藩
士
の
拝
領
屋
敷
の
移
動
と
明
ら
か
に
大
き
く
異
な

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
丸
や
西
三
ノ
丸
御
座
所
は
、

文
政
十
三
年
以
前
の
様
子
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

新
出
の
文
政
十
三
年
「
福
井
城
御
図
」
と
「
福
井
城
図
」
(
文
政
二
年
写
)
に
つ
い
て

以
上
の
考
察
か
ら
「
福
井
城
図
」
の
「
文
政
二
己

卯
之
夏
五
月
写
之
有
豊
国
」
と
い
う
記
述
か
ら
、

文
政
二
年
の
写
で
あ
る
と
そ
の
ま
ま
み
る
こ
と
に
問

題
が
あ
り
、
明
ら
か
に
文
政
十
二
年
以
降
の
敷
地
割

を
認
識
し
て
記
載
し
、
文
政
十
三
年
以
前
の
本
丸
の

様
子
を
描
い
て
お
り
、
文
政
十
二
年
あ
る
い
は
十
一
一
一

年
の
時
点
の
描
写
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
、
文
政
三
年
に
移
動
し
た
三
ノ
丸
敷
地
3
番
の
秋

田
が
高
田
あ
る
い
は
渡
辺
に
変
更
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
文
政
七
年
に
移
動
し
た
三
ノ
丸
敷
地
6
番
の
服

部
が
毛
利
に
変
更
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
同
8
香
の

永
見
が
大
宮
と
大
橋
に
変
更
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
以
下
の
こ
と
か
ら
問
題
は

な
い
と
考
え
る
。
絵
図
へ
の
記
載
が
古
い
記
述
内
容

が
変
更
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
文
化
六
年
に
屋
敷
地
が
二
つ
に
分
割
さ

れ
、
そ
の
片
方
の
屋
敷
地
を
文
政
十
二
年
に
拝
領
し

た
藩
士
の
氏
名
を
五
年
余
り
前
か
ら
予
測
あ
る
い
は

藩
内
で
決
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
二
)
「
福
井
城
御
図
」
の
写
図
年
と
描
写
年
代

「
福
井
城
図
」
と
同
じ
よ
う
に
「
福
井
城
御
図
」

に
つ
い
て
、
屋
敷
の
拝
領
者
名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
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敷
ご
と
に
そ
こ
に
居
住
し
て
い
た
時
期
か
ら
、
そ
の

描
画
さ
れ
た
時
期
の
上
限
年
あ
る
い
は
下
限
年
を
同

様
に
表
3
に
示
し
た
。
下
馬
門
よ
り
外
で
漆
門
内
の

敷
地
1
1
3番
に
空
白
が
み
ら
れ
、
三
ノ
丸
敷
地
6

番
が
服
部
か
ら
毛
利
と
な
る
他
は
、
「
福
井
城
図
」

と
全
く
同
じ
と
な
る
。
三
ノ
丸
敷
地
6
番
の
服
部
は

文
政
七
年
に
毛
利
と
入
れ
代
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
以
降
の
様
子
を
描
画
し
た
も
の
と
な
る
。
一
方
、

前
述
の
よ
う
に
一
一
一
ノ
丸
敷
地
8
番
の
永
見
は
文
政
七

年
に
転
居
し
、
漆
・
川
口
門
内
に
あ
る
敷
地
叩
香
の

太
田
は
文
政
三
j
天
保
七
年
ま
で
居
住
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
「
福
井
城
御
図
」
は
文
政
七
年
頃
を
描
い

た
図
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
も
「
福
井
城

図
」
と
同
じ
よ
う
に
三
ノ
丸
敷
地
3
番
の
屋
敷
が
秋

田
と
な
り
、
文
政
3
年
以
前
の
描
画
時
期
を
示
し
て

い
る
矛
盾
が
生
じ
る
が
、
「
福
井
城
図
」
と
同
じ
よ

う
な
根
拠
か
ら
こ
の
書
き
込
み
は
古
い
ま
ま
の
状
態

が
残
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
よ

り
、
「
福
井
城
御
図
」
は
文
政
七
年
頃
を
描
い
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
図
は
こ
の
元
図
を

も
と
に
、
文
政
十
三
年
の
西
三
ノ
丸
御
座
所
か
ら
本

丸
に
藩
主
が
住
居
を
移
す
際
の
建
物
の
計
画
図
を
記

し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
福
井
城
図
」
と
「
福
井
城
御
図
」
を
比
較
す
る
と
、

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
図
で
、
ほ
ほ
同
位
置
に
同
じ
内

容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
福
井
城
御
図
」
で
氏
名
空

白
の
屋
敷
地
(
漆
・
川
口
門
内
屋
敷
地
1
1
3
)
が、

「
福
井
城
図
」
で
記
述
年
に
矛
盾
の
あ
る
屋
敷
地
(
漆
・

川
口
門
内
屋
敷
地
3
)
で
あ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深

い
こ
と
で
あ
る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
両

図
と
も
同
じ
原
図
を
基
本
と
す
る
絵
図
を
模
写
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
「
福
井
城
図
」
は
空
白
の
部
分
を
模

写
し
た
時
期
の
屋
敷
割
で
補
足
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
た
文
政
二
年
写
の
元
図
(
松
平
文
庫
の
「
福
井

城
図
」
の
基
と
な
っ
た
図
を
指
す
)
と
の
矛
盾
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
三
ノ
丸
敷
地
3
番
が
文
政
三
年
に
転
居
前

の
秋
田
が
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
同
6
番

が
文
政
七
年
に
転
居
前
の
服
部
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、
同
8
香
が
文
政
七
年
転
居
前
の
永
見
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
推
定
で
考
え
れ
ば
、
漆
・
川
口
門
内
屋
敷

地
問
の
太
田
も
描
写
時
期
の
書
き
込
み
と
な
る
。

圏
、
「
福
井
城
図
」
と
「
福
井
城
御
図
」
の
比
較

次
に
「
福
井
城
図
」
と
「
福
井
城
御
図
」
の
記
述

内
容
や
図
の
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
比
較
検
討
す

る
。
す
で
に
描
写
さ
れ
た
図
の
大
き
さ
は
、
両
国
と

も
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
城
郭

の
描
写
範
囲
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
北
は
一
一
一
ノ
丸
の
外
堀

ま
で
、
西
は
大
名
広
路
ま
で
、
南
は
埋
門
外
の
堀
と

川
口
門
南
西
の
屋
敷
地
ま
で
、
東
は
三
ノ
丸
の
外

堀
と
百
聞
堀
東
の
道
路
ま
で
を
描
い
て
い
る
。
「
福

井
城
御
図
」
の
描
写
範
囲
は
「
福
井
城
図
」
よ
り
や

や
広
く
、
北
は
三
ノ
丸
の
外
堀
の
外
側
に
あ
る
道
路

ま
で
描
か
れ
、
図
の
西
端
や
南
端
の
道
路
端
部
も
や

や
長
く
延
び
て
表
現
さ
れ
、
図
の
周
縁
部
の
道
路
が

省
略
さ
れ
て
い
な
い
。
小
さ
な
こ
と
で
は
、
七
ツ
蔵

南
の
堀
に
あ
る
引
橋
に
色
が
塗
ら
れ
て
分
か
り
ゃ
す

く
、
春
秋
門
の
南
に
あ
た
る
泉
町
の
道
路
が
描
か
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
福
井
城
図
」
で
は
道
路

は
褐
色
混
じ
り
の
黄
色
、
堀
は
青
色
、
番
所
や
門
は

赤
、
石
垣
や
櫓
は
黒
、
建
物
は
外
形
線
の
み
と
な
る
。

「
福
井
城
御
図
」
で
は
道
路
は
肌
色
、
堀
は
薄
緑
色
、

番
所
や
門
は
黒
、
石
垣
や
櫓
も
黒
、
建
物
は
外
形
線

の
み
と
な
り
、
本
丸
内
・
馬
場
・
城
代
屋
敷
・
作
事
所
・

本
多
屋
敷
・
一
二
ノ
丸
北
の
矢
場
を
道
路
と
同
じ
桂
色

で
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
。
両
国
で
は
配
色
が
大
き
く

異
な
る
が
、
今
に
伝
わ
る
「
福
井
城
御
図
」
は
包
装
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紙
で
あ
る
か
ら
そ
の
描
写
や
色
使
い
は
印
刷
時
の
諸

事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
堀
や
石
垣
の
幅
や
長
さ
な
ど
、
門
名
や
屋

敷
名
の
表
記
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
表
記
の
異

な
る
部
分
は
西
三
ノ
丸
御
座
所
の
円
で
あ
る
御
座
所

門
と
そ
の
直
ぐ
西
に
あ
る
西
不
明
門
、
下
馬
門
の
名

称
表
記
が
そ
れ
ぞ
れ
の
図
に
あ
る
か
な
い
か
で
あ

る
。
屋
敷
名
で
は
前
述
の
よ
う
に
下
馬
門
よ
り
外
で

漆
門
内
の
敷
地
1
1
3番
に
拝
領
者
の
表
記
が
「
福

井
城
図
」
で
は
あ
る
の
に
、
「
福
井
城
御
図
」
で
は

空
白
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
三
ノ
丸
の
敷
地

6
番
が
「
福
井
城
図
」
で
は
服
部
で
あ
る
も
の
が
、
「
福

井
城
御
図
」
で
は
毛
利
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

最
後
の
敷
地
拝
領
者
名
の
食
い
違
い
以
外
は
、
明
ら

か
に
模
写
時
の
写
し
忘
れ
や
省
略
と
考
え
て
も
よ
い

内
容
で
あ
る
。

9 

と
こ
ろ
で
、
ほ
ほ
同
じ
内
容
で
あ
る
「
福
井
城
図
」
・

「
福
井
城
御
図
」
を
道
路
に
注
目
し
て
福
井
城
下
絵

図
と
比
較
す
る
と
、
同
じ
描
写
部
分
が
両
国
と
城
下

絵
図
で
異
な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
は
百
間
堀
の
東
に
沿
っ
て
走
る
道
路
と
、
漆
門

か
ら
東
走
す
る
道
路
が
両
図
で
は
直
行
し
て
描
か
れ

る
の
に
対
し
て
、
慶
長
期
の
福
井
城
下
絵
図
以
外
は

国
京

す
べ
て
広
場
に
面
し
て

T
字
型
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
「
福
井
城
図
」
と
「
福
井
城
御
図
」
の
原

図
は
同
じ
図
か
ら
の
模
写
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

玉
、
「
福
井
城
御
図
」
の
作
者

管
見
に
よ
る
と
、
「
福
井
城
御
図
」
の
作
者
で
あ

る
藤
井
喜
長
そ
の
も
の
は
文
政
十
三
年
頃
の
福
井
藩

関
係
者
に
は
み
あ
た
ら
な
い
。
模
写
年
付
近
の
福
井

藩
の
藩
士
な
ど
を
記
載
す
る
「
斉
承
給
帳
」
に
よ
れ

ば
、
藤
井
姓
は
大
番
二
十
五
石
五
人
扶
持
の
藤
井
喜

兵
衛
、
奥
坊
主
の
藤
井
久
斎
、
若
殿
様
付
の
藤
井
蘭

斎
、
五
石
二
人
扶
持
御
用
使
の
藤
井
次
郎
兵
衛
、
八

石
二
人
扶
持
浮
下
代
の
藤
井
新
助
、
七
石
二
人
扶
持

奥
住
居
出
役
の
藤
井
平
次
郎
、
三
人
扶
持
藤
井
嘉
右

衛
門
が
知
れ
る
。
城
郭
図
と
い
う
貴
重
な
図
を
模
写

で
き
る
立
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
絵
図
関
係
を
扱
う
役

人
を
別
と
し
て
下
級
役
人
で
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
作
者
名
に
「
喜
」
の
一
字
を
も
つ
こ
と
を
考
え

あ
わ
せ
る
と
、
大
番
の
藤
井
喜
兵
衛
が
想
定
さ
れ
る
。

『
剥
札
』
・
『
姓
名
録
』
・
『
士
族
』
に
よ
れ
ば
、
藤
井

喜
兵
衛
は
明
暦
元
年
に
探
源
院
(
昌
親
)
代
に
召
し

抱
え
ら
れ
た
藤
井
七
左
衛
門
家
九
代
の
藤
井
啓
次
郎

新
出
の
文
政
十
三
年
「
福
井
城
御
図
」
と
「
福
井
城
図
」
(
文
政
二
年
写
)
に
つ
い
て

直
次
で
、
文
政
四
年
に
先
代
廉
蔵
の
病
死
に
よ
り
家

督
を
継
ぎ
留
守
番
、
同
十
二
年
大
番
、
天
保
三
年
に

名
を
喜
兵
衛
に
改
め
て
い
る
。
天
保
十
二
年
番
改
添

役
、
嘉
永
六
年
代
官
、
万
延
二
年
病
気
に
て
休
息
と

な
り
、
家
督
を
譲
る
。
履
歴
に
は
絵
図
に
関
す
る
記

述
は
み
ら
れ
ず
、
藤
井
喜
兵
衛
が
「
福
井
城
御
図
」

を
模
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
。

六
、
「
福
井
城
御
図
」
の
意
味

「
福
井
城
御
図
」
の
西
三
ノ
丸
御
座
所
に
は
、
単

線
で
描
か
れ
た
建
物
外
形
線
内
に
「
御
座
所
御
屋
形

文
政
十
三
年
御
本
丸
御
住
居
ニ
付
表
通
御
取
払
ニ

相
成
」
と
書
か
れ
、
さ
ら
に
建
物
北
に
「
謙
五
郎
様

御
住
居
」
と
添
え
書
き
さ
れ
る
。
こ
の
書
き
込
み
か

ら
御
座
所
建
物
の
表
向
き
建
物
が
解
体
さ
れ
、
謙
五

郎
の
住
居
は
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ

で
謙
五
郎
と
は
第
十
四
代
(
あ
る
い
は
十
五
代
)
藩

主
斉
承
の
弟
で
、
文
化
十
一
年
生
ま
れ
で
天
保
十
四

年
に
死
去
し
た
善
道
(
楕
五
郎
・
稚
名
恒
五
郎
)
の

(
げ
)
(
間
出
(
悶
)

こ
と
で
あ
る
。
謙
五
郎
は
文
政
十
二
年
十
一
月
十
六

日
に
江
戸
よ
り
福
井
の
西
三
ノ
丸
御
座
所
に
転
居

(怨し
、
天
保
十
三
年
五
月
二
十
二
日
に
御
泉
水
住
居

(忽

(
藩
主
別
邸
)
に
移
っ
て
い
る
。
絵
図
の
写
さ
れ
た
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五
十
六
巻
二
号

10 

文
政
十
三
年
三
月
は
謙
五
郎
が
御
座
所
に
住
ん
で
い

た
時
期
で
、
『
片
聾
記
・
続
片
聾
記
上
』
に
も
「
御

座
所
謙
五
郎
様
御
座
之
間
斗
に
而
、
其
外
壊
右
御
材

木
に
而
御
本
丸
御
普
請
に
御
用
被
成
、
」
と
あ
り
、

絵
図
の
添
え
書
き
の
内
容
が
確
認
で
き
る
。
絵
図
の

御
座
所
建
物
と
添
え
書
き
の
文
面
や
そ
の
書
き
込
み

位
置
か
ら
考
え
る
と
、
謙
五
郎
が
住
ん
で
い
た
の
は

御
座
所
北
側
の
庭
園
に
面
す
る
御
寝
聞
や
御
居
間
な

ど
が
あ
る
桁
行
十
一
間
半
梁
間
四
間
半
を
中
心
と
す

る
建
物
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
謙
五
郎
が
御
座
所

か
ら
御
泉
水
住
居
に
転
居
し
た
天
保
十
三
年
は
、
第

十
六
(
あ
る
い
は
十
七
)
代
藩
主
慶
永
が
初
入
国
を

前
に
、
本
丸
か
ら
元
の
西
三
ノ
丸
御
座
所
へ
再
び
住

居
を
移
す
決
定
を
し
た
年
で
、
そ
の
年
の
三
月
に
普

(おむ

請
御
用
掛
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
謙

五
郎
が
住
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
庭
に
面
し
て
い

た
建
物
は
、
新
た
な
御
座
所
建
物
の
支
障
に
な
り
壊

さ
れ
た
か
あ
る
い
は
新
御
座
所
と
し
て
取
り
込
ま
れ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

一
方
、
本
丸
内
の
建
物
に
は
「
御
本
丸
御
屋
形

文
政
十
三
庚
寅
御
帰
園
さ
御
本
丸
御
住
居
」
と
あ

り
、
本
丸
建
物
の
北
東
か
ら
北
に
渡
廊
下
で
張
り
出

し
た
建
物
に
「
文
政
十
三
庚
寅
年
御
住
居
ニ
付
御
建

ツ
ギ
出
来
」
、
「
御
座
ノ
間
」
・
「
廊
下
」
と
添
え
書
き

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
丸
建
物
の
北
東
か
ら
東
に

渡
廊
下
で
張
り
出
し
た
建
物
に
「
御
慶
式
御
建
ツ

ギ
」
と
あ
る
。
前
者
の
「
御
座
ノ
間
」
・
「
廊
下
」
は

御
小
座
敷
と
そ
れ
に
続
く
渡
廊
下
で
、
後
者
の
「
御

慶
式
」
は
大
奥
御
座
之
聞
や
長
局
を
指
す
も
の
と
み

ら
れ
る
。
「
御
座
ノ
間
」
・
「
廊
下
」
が
「
御
建
ツ
ギ

出
来
」
と
あ
り
、
絵
図
が
写
さ
れ
た
三
月
に
は
す
で

に
御
小
座
敷
・
渡
廊
下
は
完
成
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
本
丸
建
物
の
普
請
御
用
掛
が
任
命
さ
れ
た
の
は

一
一
月
五
日
・
同
十
六
日
で
あ
る
か
ら
、
二
ヶ
月
弱
で

御
小
座
敷
が
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
『
片

聾
記
・
続
片
聾
記
上
』
と
本
図
の
書
き
込
み
に
は
三

月
二
十
一
・
二
十
二
日
地
祭
り
と
あ
り
、
『
片
聾
記
・

続
片
聾
記
上
」
に
同
二
十
七
日
新
始
と
あ
る
か
ら
工

(
引
昭

事
途
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

工
事
で
は
御
小
座
敷
や
そ
れ
に
続
く
渡
廊
下
だ
け
で

な
く
、
大
奥
御
座
之
間
・
長
局
・
祐
筆
部
屋
や
、
御

宮
・
宗
源
堂
・
御
仏
殿
な
ど
も
新
築
あ
る
い
は
移
築

(怨

さ
れ
、
五
月
六
日
に
完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建

物
が
順
次
建
設
さ
れ
、
最
初
に
御
小
座
敷
・
渡
廊
下

が
完
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
新
始
か
ら
数
日
で
完

成
し
た
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
早
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
年
の
三
月
は
閏
月
が
あ
っ
た

の
で
、
閏
三
月
を
指
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
「
福
井
城
御
図
」
は
「
福
井
城
図
」

(
文
政
二
年
写
)
と
同
様
の
価
値
に
加
え
、
文
政
十
三

年
に
藩
主
御
座
所
が
西
三
ノ
丸
か
ら
本
丸
に
移
徒
さ

れ
た
時
の
本
丸
内
の
既
存
建
物
の
状
況
、
本
丸
内
の

増
築
建
物
の
様
子
、
西
三
ノ
丸
御
座
所
の
建
物
配
置

や
解
体
建
物
の
範
囲
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
絵
図
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
西
一
一
一
ノ
丸

御
座
所
の
解
体
建
物
の
範
囲
が
推
定
で
き
る
こ
と
は

今
ま
で
の
資
料
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
意
義
が
大
き
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
瑞
源
寺
に
本
丸

か
ら
移
築
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
本
堂
・
書
院
の
部
材

が
西
三
ノ
丸
御
座
所
の
ど
の
部
分
が
使
用
さ
れ
て
い

る
か
を
検
討
す
る
上
で
、
重
要
な
内
容
と
な
る
。
さ

ら
に
描
写
年
と
写
図
年
が
あ
る
程
度
の
範
囲
で
確
定

で
き
る
点
も
貴
重
と
言
え
る
。

最
後
に
、
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
松
平
文
庫
の
閲

覧
・
撮
影
に
は
松
平
宗
紀
氏
、
福
井
県
立
図
書
館
松

井
一
代
さ
ん
に
、
「
福
井
城
御
図
」
に
関
し
て
は
そ
の
存

在
を
お
教
え
い
た
だ
い
た
瑞
源
寺
住
職
の
花
房
禅
祐

氏
、
天
た
つ
庖
主
の
天
野
吉
査
氏
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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註(
1
)
一一

O
一
O
年
人
月
七
日

取
る
。

午
前

天
た
つ
に
て
聞
き

(2)
『
松
平
文
庫
目
録
』
福
井
県
立
図
書
館
一
九
六
八
年

な
お
、
松
平
文
庫
の
目
録
番
号
は
『
松
平
文
庫
福
井
藩
資

料
目
録
』
福
井
県
立
図
書
館
平
成
元
年
に
よ
る
。

聖
監
修
、
吉
田
純
一
編
集
『
城
郭
・
侍
屋
敷

福
井
城
・
金
沢
城
』

(3)
平
井

古
図
集
成

至
文
堂

平
成
九
年

九
月

(4)
越
葵
文
庫
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
『
福
井
城

郭
各
御
門
其
他
見
取
絵
』

(5)
松
平
宗
紀
蔵
松
平
文
庫
福
井
県
立
図
書
館
保
管

『
御
家
中
転
宅
考
』
大
谷
氏
信
天
保
二
(
九
六
五
)

(
6
)
松
平
宗
紀
蔵
松
平
文
庫
福
井
県
立
図
書
館
保

管
『
御
家
中
屋
敷
地
絵
図
』
榊
原
十
郎
太
夫
嘉
永
五
年

(
九
六
六
)

(
7
)
松
平
宗
紀
蔵
松
平
文
庫
福
井
県
立
図
書
館
保
管

「
福
井
分
間
之
図
」
(
一
三
三
七
)
、
「
福
井
分
間
之
図
」

(
一
三
三
人
)
、
「
福
井
分
間
之
図
」
(
一
三
四
O
)

(
8
)
前
掲

(
5
)
の
永
平
寺
北
表
に
「
寛
政
十

大
野

左
衛
門

文
化
七

江
戸
6
引
口
口

口
口
口
口

大
井

長
七
郎
」
と
あ
り
、
文
化
七
年
以
前
に
大
野
三
左
衛
門
が

11 

移
動
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

(
9
)
松
平
宗
紀
蔵
松
平
文
庫

『
剥
札
』
(
九
一
七
)
美
濃
部
家

福
井
県
立
図
書
館
保
管

国
京

(
叩
)
同
様
の
こ
と
は
屋
敷
地
6
番
で
も
い
え
、
『
御
家
中
転

宅
考
』
・
『
御
家
中
屋
敷
地
絵
図
』
で
は
最
後
が
国
枝
と
な

る
が
、
『
御
家
中
屋
敷
地
絵
図
』
の
図
に
は
野
村
と
あ
る
。

(
日
)
前
掲

(9)
高
田
小
左
衛
門
家

(
ロ
)
前
掲

(9)
渡
辺
十
郎
左
衛
門
家

(
日
)
「
福
井
分
間
之
図
」
(
一
三
四
O
)
に
は
敷
地
3
香
で

白
掛
紙
下
に
秋
田
が
確
認
で
き
、
文
化
十
三
年
ま
で
使
用

さ
れ
た
と
す
る
「
福
井
分
間
之
図
」
(
一
一
二
三
人
)
の
敷

地
3
番
で
掛
紙
に
渡
辺
が
み
え
る
か
ら
、
文
化
八
年
か
ら

同
十
三
年
の
間
に
秋
田
か
ら
渡
辺
に
居
住
者
が
代
わ
っ
た

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
「
福
井
分
間
之
図
」
(
一
一
二
三
人
)

に
は
文
化
十
五
年
や
天
保
二
年
の
記
述
も
含
ま
れ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

(
弘
)
「
斉
承
給
帳
」
『
福
井
市
史
資
料
編
4
近
世
二
』
所
収

昭
和
六
十
三
年

(
日
)
松
平
宗
紀
蔵
松
平
文
庫

『
姓
名
録
』
(
九
一
九
)

(
日
)
松
平
宗
紀
蔵
松
平
文
庫

『
士
族
』
(
九
一
一
一
)

福
井
県
立
図
書
館
保
管

福
井
県
立
図
書
館
保
管

(
げ
)
『
片
聾
記
・
続
片
聾
記
上
』

福
井
県
立
図
書
館
郷
土

誌
懇
談
会
共
編
福
井
県
立
図
書
館
昭
和
三
十
年

7
6
3

文
化
十
一
年
九
月
十
八
日
条
「
恒
五
郎
君
お
江

戸
表
に
御
誕
生
、
於
書
官
南
殿
御
腹
」
。

(
国
)
『
続
片
聾
記
中
』
福
井
県
立
図
書
館
郷
土
誌
懇
談

会
共
編
福
井
県
立
図
書
館

昭
和
三
一
年

P
必
天
保

十
四
年
九
月
三
日
条
「
一
一
一
日
階
五
郎
様
夜
九
ツ
時
御
逝

新
出
の
文
政
十
三
年
「
福
井
城
御
図
」
と
「
福
井
城
図
」
(
文
政
二
年
写
)
に
つ
い
て

去
。
」
。
「
越
前
松
平
家
系
図
」
『
福
井
市
史
資
料
編
4
近
世

昭
和
六
十
三
年

一
一
』
所
収

る。

p
お
に
は
九
月
四
日
と
あ

p 

(
ゆ
)
前
掲
(
時
)
P
7
6
6
文
政
三
年
正
月
廿
八
日
条
「
恒

五
郎
君
謙
五
郎
君
と
御
改
、
(
後
略
)
」
。

(
初
)
前
掲
(
げ
)
P
8
0
4

文
政
十
二
年
十
一
月
十
六
日

条
「
謙
五
郎
様
江
戸
よ
り
御
着
以
後
御
座
所
御
住
居
」
。

(
幻
)
『
越
前
松
平
家
家
譜
慶
永
l
』
福
井
県
文
書
館
平

成
二
十
二
年

P
2
3
1

天
保
十
三
年
五
月
二
十
二
日

条
「
椅
五
郎
様
御
泉
水
御
住
居
江
御
移
徒
」
。
な
お
、

P

2
7
9
天
保
十
四
年
六
月
十
九
日
条
に
「
椅
五
郎
様
御
住

居
江
被
為
入
、
夫
よ
り
御
泉
水
屋
敷
御
小
休
ニ
而
御
城
下

御
廻
り
被
成
」
と
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
(
沼
)
で
階
五
郎

の
死
去
後
、
葬
儀
の
葬
列
道
筋
が
神
明
神
社
前
を
通
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
死
去
す
る
ま
で
御
泉
水
に
住
ん
で
い
た
こ

と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

(
沼
)
前
掲

(
η
)
P
8
0
5

(
お
)
前
掲
(
お
)

p
明
記
文
政
十
三
年
三
月
十
六
日
条
「
殿
様

近
年
の
内
御
初
入
被
為
在
候
節
よ
り
、
元
御
座
所
御
住
居

御
内
定
被
仰
出
、
依
之
御
普
請
御
用
掛
り
左
之
通
被
仰
付

候
。
(
後
略
)
」
。

(
辺
)
前
掲

(
U
)
P
8
0
6

「
三
月
廿
一
廿
二
日
御
地
祭
」
。

(
お
)
松
平
宗
紀
蔵
松
平
文
庫
福
井
県
立
図
書
館
保
管

『
越
前
世
譜
二
ハ
一
ニ
)
(
斎
承
5
)
』
(
一
一
七
)
文
政
十
三

年
五
月
六
日
条
「
御
本
丸
御
建
継
御
普
請
成
就
」
。
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